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自己評価結果 
聖 マ タ イ 幼 稚 園 

 

保育理念 

本園はキリスト教精神にもとづいて、園にかかわるすべての人々が、神の祝福と愛の恵みの中で、

幼な子を中心として、神に感謝しつつ保育をする。心身の発達と人格形成の基礎となる最も大切

なこの時期に、望ましい環境を整え、家庭支援や地域との関わりを重視しながら、幼な子にとっ

て最善の保育を目指す。 

 

 

保育目的 

キリスト教の愛に根ざし、幼児の成長の発達にふさわしい環境を設定し、教師が見守りつつ、 

いろいろな援助のなかで、幼児の心や身体が健康で、明るく全体に調和のとれた、自発性の   

ある子どもを育てる。 

 

 

保育方法 

子どもたちの可能性へのチャレンジとしてモンテッソーリ教育法を取り入れています。 

クラスは３・４・５才児混合の縦割りです。この教育法を基にモンテッソーリ氏が開発した教具

を用いて子どもたちがおしごと（モンテッソーリ活動）に取り組んでいる姿が見られます。 

整えられた環境の中で子どもたちの自らを成長させようとするエネルギーを支え、「一人でできる

ように・・」と自立へ向かう道を援助していきます。 

 

 

評価項目の達成状況 

  I 保育の計画性                                  

    評価分類 評 価 備 考 

1 
園の教育理念 

教育方針の理解 
A   

2 幼稚園教育要領の理解 A   

3 教育課程の編成 A   

4 指導計画の作成 B   

5 環境の構成 A   

6 保育と計画の評価・反省 B   

 
 

  

 

 

 

 

  



Ⅱ 保育の在り方、幼児への対応  

    評価分類 評 価 備 考 

1 健康と安全への配慮 A   

2 幼児のみとりと理解 A   

3 指導とかかわり共同作業者として A   

4 あこがれを形成するモデルとして A   

5 心のよりどころとして   A   

6 遊ぶ援助者として A   

7 保育者同士の協力・連携 A   

 Ⅲ教師としての資質や能力・良識・適性   

    評価分類 評 価 備 考 

1 専門家としての能力・良識 B   

2 マナー A   

3 義務 A   

4 組織の一員としての在り方 A   

5 保育の楽しみ・喜び A   

6 まわりを感じ取れる感性・アンテナ A  

 Ⅳ 保護者への対応   

    評価分類 評 価 備 考 

1 情報の発信と受信 A   

2 協力支援 A   

3 守秘義務の遵守 A   

4 対応上のマナー・良識 B   

5 クレームへの対応の仕方 B   

    

 V 地域の自然や社会とのかかわり   

    評価分類 評 価 備 考 

1 地域の自然・人々とのかかわり B   

2 小学校との連携 B   

3 地域への開放と支援 B   

 ⅵ 研修と研究   

    評価分類 評 価 備 考 

1 研修・研究への意欲・態度 A   

2 教師としての専門性に関する研修・研究 A   

3 遊具・教材に関する研修・研究 A   

4 園内の環境に関する研修・研究 A   

5 今日的課題に関す研修・研究 B   

6 自らを高めるための学習 B   

総合評 
評価は A（十分達成できている）   B（おおむね達成できている）  C（達成に努力がひつようである） 



総合評価 

Ⅰ  

2023年度は、感染対策を行いながらも、コロナ禍以前のように、子ども達に必要

な経験を積極的に取り入れた保育行事を行う事ができた。新入教師が加わり新た

な視点や評価、問題点も考える事ができた。 

 

Ⅱ 保育の在り方、幼児への対応 

  幼児一人一人を理解する事から保育教育がはじまる事を踏まえどんな時どんな

場所でも個々を大切にする保育教育を展開できるように準備する。 

 

 

Ⅲ 教師として資質や能力・良識・適正    

  教師間において常に話し合い、人間としてお互い認め合い学び合う事によって資  

質や能力を高めていく事ができた。 

 

Ⅳ 保護者への対応 

  事務的な事は、メールで連絡を取り合う事によって、簡素化し保護者の相談等に

は時間を取って個々に丁寧にかかわる姿勢を持っている。 

 

 

Ⅴ 地域の自然や社会とのかかわり 

  湿地センターへの見学、空手会館施設を利用などを通して地域との関わりを持つ

事ができた。また園内でボランティアの助けを借りて畑を作る事ができ、虫や植

物や自然と関わる事が増えた。   

 

 

 

Ⅵ 研修と研究 

  園内研修、園外研修ともに積極的に取り組めるように教師間で情報を共有し、時

間の調整をしている。 

 

 

 

今後の課題 

  教師一人一人の力量、熱意は素晴らしいと保護者からも評価を得ている。 

  更に質を高めつつ、保育だけでなく教師それぞれの人格や生活をも大切にしてい

けるように幼稚園も職員も子ども達も共に成長していけるように努める。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

令和５年度（2023年度） 

学校評価委員による評価 

 

聖マタイ幼稚園 

 

 

 

評価項目達成状況 

 

１．本園の教育・運営について Ａ 

２．研修 Ａ 

３．安全管理について Ａ 

４．保健管理について Ａ 

５．園行事について Ａ 

６．PTA活動について Ａ 

７．家庭教育について Ａ 

総合評価 Ａ 

・YOUTUBEなどを利用し、コロナ時は色々対保護者へ子供の様子を伝えてく

れる園にすごいと感じたが、今年はインスタグラムも利用し、より多くの様子

をお伝えしており、すばらしいと思う。 

 

・子ども達のことをとても理解して一人一人に接しているなと感じました。 

 

・先生達は子ども達全員の名前を覚えてて、子ども達のことをよく見てると思

います。運動会での子供達の演技をすばらしくとてもよく指導されていると感

じました。 

 

 

 

 


